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１．２１．２１．４配 當 年 率 （％）
４７．８２８．９６３．５当期純益金（ 同 ）
６０７３９８８７３固定資本金（萬円）
９３両（金象）１６手 ９３両（ 同 ）
２０手 １０３両（藍魚）輸出綿糸上海相場




３２５．５１３０５７４．５諸 積 立 金（ 同 ）
９６０３７５７８５．４払込資本金（萬円）
三 重大 阪鐘 淵会社名項 目
三大紡績会社の経営比較（明治４１年下半期）
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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治四十二年四月刊）よって，以下主要大紡績の
経営比較を試みてみよう。
経営規模の大きさもさることながら，「イン
ド棉花」使用率も大坂・三重両紡績に比べて，
鐘紡はほぼ２５％を超える較差があるが，只武藤
の「紡績論考」（『武藤山治全集』第一巻所収）
や共同研究者たる泉武夫氏による「独占的巨大
綿紡資本の生産構造と搾取基盤」（『社会科学年
報』第１３号，１９７９年刊，１８１頁以下）の中で，
鐘紡「営業成績報告書」や「技術回章」の克明
な検討・分析を渉猟しても，この問題に触れた
文言は見当らない。
このように，同じ三井系列ということ以上に，
鐘紡と三井物産は緊密な関係を通じて相互の依
存・発展・展開に大きく寄与していたのである。
第三に，日露戦後の韓国併合を踏まえつつ韓
国・満州への綿糸布輸出とも絡み，戦前日本資
本主義の特質たる「帝国主義同時転化」を示し
て，イギリス植民地たるインドへ進出して原料
棉花を求め，巨大紡績の展開，中国進出への大
きな跳躍台としたのである。さらに，第一次世
界大戦を目前に控えて，日本紡績業は一層の発
展と同時に，いわゆる「十大紡」を形成しがら，
その独占化・多角化に拍車をかけ飛躍してゆく
直前の時期に立っていたのである１２）。
（付記）印度内部，特に「内地直買」に関連する
地名・地図については，昨年度で退職された文
学部内藤雅雄教授，福島義和文学部教授および
デリー大学社会科学部東アジア研究科 G.
Balatchandirane教授ならびにインド政府観光局，
加えて三井物産㈱広報部から，懇切なご教示を
戴くことが出来た。厚く謝意を表したい。
注
１）籠谷直人『アジア国際通商秩序と近代日本』（名
古屋大学出版会，２０００年刊），第四章二，１５５頁以
下。
２）『三井事業史』（本篇第二巻，三井文庫，１９８０年
刊）５８２～５８３頁。なお，当時の大阪支店長飯田義
一らから提出された「棉花部設置ノ建議」は以下
の如くである。
「今ヤ我邦ノ紡績事業ハ実ニ長足ノ進歩ニシテ，
本年中ニ運転スヘキ錘数ハ凡六十五万錘ニ上ルヘ
ク，然ルモ尚ホ新設増錘ノ企，日ヲ逐フテ起リ，
随テ棉花ノ需用モ巨額ニ及ヒ，来季輸入スヘキ総
額ハ必スヤ三千万円ニ達スヘク，実ニ我商品中生
糸ニ亜クノ地位ヲ占メタルヲ以テ各商人ノ之レニ
着目スヘキハ論ヲ俟タスト雖トモ，斯ノ業ヤ海外
ニ名声ヲ博シ信用ヲ有スルモノニアラサルヨリハ
容易ニ企テ得ヘキモノニ無之，為メニ今日ニ至ル
モ斯業ニ従事スル者僅カニ二三ノ商店アルニ過キ
ス，当会社ノ如キハ幸ヒニ海外貿易ニ従事スル茲
ニ多年広ク名声ヲ宇内ニ博シ，信用亦多ヲ致シ，
目下ノ如ク敢テ棉花ヲ専業トセサルモ，今日ニ在
テハ他店ニ譲ラサルノ地歩ヲ占メ得タリ，斯ノ業
ヤ如此夫レ偉大ナルヲ以テ，他ニ有力ノ棉商年ヲ
逐フテ起ルハ必然ノ数ト云フヘク，当会社ニシテ
今日ノ営業振合ニ安心日子ヲ送ラン歟，終ニハ他
ノ凌駕スル処トナランモ知ル可カラス，故ニ遠ク
将来ヲ慮リ爰ニ棉花部ヲ設ケ，之レカ中心市場タ
ル大坂ヲ本部トシ，内外枢要ノ地ニ専業者ヲ備ヘ，
理事ヲ以テ部長ニ充テ，各地ノ通信ヲ本部ニ集メ，
売買共ニ一令ノ下ニ運動シ，一心分体ノ働キヲ為
サンニハ之レカ営業ノ高目下ニ倍蓰スルニ至ラサ
ルモ，我カ外国課ノ基礎ヲ固メ，人ニ先ンシ他ニ
制セラレサル義ト確信仕候」と。
のちに“カミソリ安”といわれた三井物産の営
業部長，取締役，三井合名理事などを歴任した安
川雄之助は，後年当時を回顧して「私ハ未ダ其頃
ハ極ク若クテ一向海外ノ様子モ知ラズ，孟買ノ棉
ノ市場ガ如何ナルモノカ，且責任ノ如何ニ重イカ
ト云ウ事モ弁ヘズ，外国ヘ行クト云フ好奇心カラ
唯々嬉シイ気持デ漠然ト「カバン」一個提ケテ出
掛ケル事ト成ツタ，其頃日本カラ孟買ヘハ未ダ直
接行ケル船ガ無カツタノデ，内地カラ上海迄郵船
会社ノ船デ行キ，上海カラ P＆Oノ船ニ乗換ヘテ
孟買ニ行ツタノデアル。向フヘ着イタノハ明冶二
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十六年ノ春デアツタガ，私ガ孟買ニ着イタ二日カ
三日目ニ先着ノ飯田義一氏ガ欧羅巴ヘノ旅行ニ出
立サレタガ，勿論未ダ「オフイス」ハ極ツテ居ナ
カツタガ，其後間モナク「エルフインストン・サ
ークル」ノ一部デ「カストムルス」ノ「オポジッ
トサイド」ノ倉庫ノ一部ヲ借テ物産会社ノ看板ヲ
掲ゲル事トナツタ。（中略）私ガ最初ニ孟買ニ行ツ
タ時ハ勿論日本人ハ私一人デ，暫クシテ東京棉花
会社ノ岡田ト云フ人ヤ日本棉花ノ光吉ト云フ人ガ
出張員トシテ来タガ，当時ハ未ダ日本ト云フモノ
ヲ認識シテ居ナイノデ，我々ハ「チャイナマ
ン，々々々々々々」ト呼バレテ居タガ，ソレデモ
日清戦争ノ直前ニ吉野艦ガ英国ヨリ回航シ，帰国
ノ序ニ孟買ニ入港シテ来タ事ガアル，ソウシテ翌
日陸上ノ人々ヲ招イテ「テイーパーテー」ヲシテ
呉レテカラハ漸ク日本人トイウ事ガ分リ，ソレカ
ラ軽蔑サレル事モ少ク成ツタ様デアツタ」と（同
上書，５８１～５８２頁）。
３）『鐘紡百年史』（鐘紡株式会社，昭和６３年刊）７７
頁。なお，原棉は「棉」に極力統一した。
４）同上，７８～８１頁。なお，日本銀行大阪支店によ
る「棉花綿絲ト金融及三品取引所ニ關スル調査（大
正五年四月）」（『日本金融史資料明治大正編第二十三巻』，
日本銀行調査局編集）昭和３５年刊，９３９頁以下も参
照。
５）『三井事業史』資料篇三，１９７４年刊，４７６～４７７頁。
なお木下悦二「第３章 日本商社のインド綿花
買い付けの機構」（『日印綿業交渉史』｛アジア経済
研究所シリーズ 第３集｝所収）１１３頁以下も参照。
なお，木下氏の依拠された資料（三井物産孟買支
店で，実際に「内地買付」業務にも従事された，
笹倉貞一郎氏の執務参考・記録文書）は，主に大
正・昭和期の「東棉」関係資料であって，重複す
る部分もあるが，昭和期の資料が多い。私が依拠
した明治・大正初期の資料ではないことに留意さ
れたい。
６）三井文庫蔵『三井物産支店長会議議事録』２
明治三十六年，（「棉花，百十頁以下）。
７）同上『三井物産支店長会議議事録』５ 明治三
十九年
８）同上『三井物産支店長会議議事録』６ 明治四
十年，（第八 棉花，二百八十頁以下）。
９）拙稿「明治後期における『特約紡績』をめぐっ
て」（『社会科学年報』第１号，専修大学社会科学
研究所，１９６６年刊，１８９頁以下），同じく拙稿「財
閥資本」（大石嘉一郎編『日本産業革命の研究』第
５章，東大出版会，１９７５年刊）２６７～２６８頁）も参
照。
１０）大日本紡績連合会調査部『第十二次 綿絲紡績
事情参考書』明治四十二年四月三十日発行，１丁
以下。
１１）前掲『日印綿業交渉史』１１３頁より引用。
１２）渡辺純子『産業発展・衰退の経済史』（有斐閣，
２０１０年刊）第１章。なお，私自身は「衰退の経済
史」という視角・手法には，必ずしも賛成できな
い。
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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インド西部における「内地直買」の市町村
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